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とくしまとくしま

ホテル　サンシャイン徳島アネックス　鳳凰の間
令和８年２月21日（土）参加人数120名（予定）で行われます。
（豪華景品のあたる抽選会有り）
ご参加よろしくお願いいたします。詳細は別添チラシをご覧下さい。

令和７年度  会員のつどいのお知らせ

生花写真（谷　　洋子）　書（金子　博明）

会員数　令和7年度 （12月１日現在）

男性 799人
女性 581人 計 1,380人
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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法

人
徳
島
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
晴
れ
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
高
齢
者
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
就
業
機
会
の
提
供

を
通
じ
て
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の

実
現
や
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
日
頃
か
ら
、
徳
島
市
の
高
齢
者
福
祉

行
政
を
は
じ
め
市
政
各
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
大
阪
で
万
国
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
７
０
年
、
高
度
経
済
成
長
期
に
沸
く
日
本

で
、
初
め
て
開
催
さ
れ
た
大
阪
万
博
は
も
う
半

世
紀
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
シ
ニ
ア
世
代
に

と
っ
て
は
当
時
の
こ
と
を
記
憶
に
懐
か
し
い
と

思
う
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
、
１
９
７
０
年
当
時
の
我
が
国
の
65
歳

以
上
人
口
は
、
総
人
口
の
7.1
％
で
、「
高
齢
化

社
会
」
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
最
初
の
年
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
高
齢
化
率
は
上
昇
を

　
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
会
員
の
皆

さ
ま
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
晴
れ
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
猛
暑
の
日
が
続
い
て
徳

島
の
夏
季
の
平
均
気
温
は
統
計
開
始

以
降
最
も
高
い
気
温
と
な
り
残
暑
も

長
く
続
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
気
候

の
良
い
秋
が
短
く
な
っ
て
日
本
の
二

季
化
が
進
ん
で
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
気
候
変
動
の
中
で
十
分
体

調
管
理
に
は
留
意
し
て
頂
い
て
健
康

増
進
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は

順
調
に
拡
大
を
い
た
し
ま
し
て
、
令

和
５
年
か
ら
令
和
６
年
の
２
年
間
の

増
加
数
89
人
は
全
国
の
１
３
０
９
セ

ン
タ
ー
の
中
で
29
位
と
な
り
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
績
で
し
た
。
こ
れ
も
会

員
の
皆
さ
ま
の
日
頃
の
ご
尽
力
と
啓

発
活
動
の
賜
物
で
あ
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
昨
年
９
月
に
全
国
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
か
ら
朗
報
が

届
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
介
護
予
防
効

果
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
結
果
、

地
域
の
高
齢
者
に
比
べ
て
セ
ン
タ
ー

の
会
員
は
フ
レ
イ
ル
の
発
生
リ
ス
ク

が
34
％
軽
減
す
る
こ
と
が
科
学
的
に

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
発
表
で
し

た
。
こ
の
こ
と
は
シ
ル
バ
ー
の
会
員

に
な
っ
て
働
け
ば
健
康
寿
命
が
延
び

る
こ
と
が
更
に
立
証
さ
れ
た
わ
け
で
、

私
達
の
活
動
に
と
て
も
勇
気
と
自
信

を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
人
生
百
年
時
代
に
向
け
て
、
地
域

の
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
関
係
者
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
事
業
を
拡
大

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
午
年
で
私
は
年
男
で
す
。

午
年
は
馬
の
よ
う
に「
躍
動
感
」や「
前

進
」、「
幸
運
」
を
象
徴
す
る
年
と
さ

れ
力
強
く
物
事
が
進
む
年
と
考
え
ら

れ
て
い
て
、ま
た
大
き
な
飛
躍
の
チ
ャ

ン
ス
が
訪
れ
る
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
活
発
に
考
え
て
行
動
を
し
て
飛

躍
の
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
が
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
も
幸
運
の
１
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

続
け
、
令
和
７
年
度
版
高
齢
社
会
白
書
（
内
閣

府
）
に
よ
る
と
、
令
和
６
年
10
月
１
日
現
在
の

65
歳
以
上
人
口
は
29.3
％
に
達
し
て
お
り
、
65
歳

以
上
の
方
１
人
に
対
し
て
現
役
世
代
（
15
～
64

歳
の
方
）
2.0
人
が
支
え
る
社
会
が
到
来
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
に
お
い
て
少
子

高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
、
縮

小
す
る
地
域
経
済
の
克
服
等
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
地
方
自
治
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
生
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
迅
速
か
つ
柔

軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
情
勢
や
環
境
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
維
持
し
、
誰
も
が
誇
れ
る
徳
島
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
、
徳
島
市
で
は
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
徳
島
市
総
合
計
画

２
０
２
５
」
を
策
定
し
、
県
都
に
ふ
さ
わ
し
い

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
、
高
齢
者
が
生
き
が
い

を
持
ち
、
積
極
的
に
社
会
参
加
を
行
い
、
健
康

で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
力
強
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

様
の
更
な
る
発
展
と
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長　

渡
　
辺
　
正
　
樹

徳
島
市
長　

遠
　
藤
　
彰
　
良

午年生まれの方は90名。

そのうち38名の方から回答をい

ただき、紙面の都合により簡記さ

せていただきました。

午年生まれ
①今年の抱負
②好きな食物

③好きな色

①今年の抱負
②好きな食物

③好きな色
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午年生まれの方は90名。

そのうち38名の方から回答をい

ただき、紙面の都合により簡記さ

せていただきました。

午年生まれ
①今年の抱負
②好きな食物

③好きな色

①今年の抱負
②好きな食物

③好きな色

河
原
貴
美
子
（
国
府
北
）

　

①
健
康
で
楽
し
く
日
々
過
ご
す
事

　

②
野
菜　

③
ブ
ル
ー
系

真
名
野
富
秀
（
渭
北
）

　

①
健
康
で
働
け
ま
す
よ
う
に

　

②
鍋
物　

③
白

井
奥
　
恭
子
（
内
町
新
町
）

　

①
体
重
維
持　

②
果
物　

③
赤
紫

金
澤
　
博
之
（
入
田
上
八
万
）

　

①
外
国
旅
行　

②
巻
寿
司　

③
緑

橋
本
　
輝
夫
（
国
府
北
）

　

①
健
康　

②
肉　

③
白

久
保
　
栄
子
（
加
茂
名
不
動
）

　

①
元
気　

②
芋
類　

③
青

安
丸
　
　
公
（
名
東
）

　

①
健
康　

②
魚
介
類
、
野
菜　

③
黒

橋
本
　
照
夫
（
昭
和
）

　

①
健
康　

②
す
し　

③
グ
レ
ー

奥
村
賀
津
子
（
渭
北
）

　

①
元
気
で
よ
く
動
き
が
ん
ば
る

　

②
す
し
、
さ
し
み
、
焼
肉
、
果
物

　

③
パ
ー
プ
ル

田
中
　
　
實
（
佐
古
）

　

①
無
病
息
災
、
東
北
旅
行

　

②
魚
、
モ
ン
ブ
ラ
ン　

③
黄
緑

岸
本
　
鈴
子
（
川
内
応
神
）

　

①
散
歩
と
運
動　

②
み
か
ん　

③
白

西
田
　
茂
子
（
渭
北
）

　

①
健
康
体
操
指
導

　

②
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
う
な
重

　

③
レ
ッ
ド

木
村
　
政
則
（
渭
東
）

　

①
体
に
気
を
つ
け
る

　

②
ラ
ー
メ
ン　

③
グ
リ
ー
ン

柳
本
　
隆
明
（
川
内
応
神
）

　

①
毎
日
の
散
歩　

②
牛
肉
、
酒

渋
谷
加
代
子
（
国
府
南
）

　

①
常
に
前
向
き
に
楽
し
く

　

②
卵
料
理

　

③
ブ
ル
ー
、
グ
リ
ー
ン
、
オ
レ
ン
ジ

大
久
保
宏
一
（
津
田
）

　

①
笑
顔
で
挨
拶

　

②
イ
カ　

③
ア
ー
ミ
ー
グ
リ
ー
ン

細
川
　
善
夫
（
川
内
応
神
）

　

①
健
康
で
規
則
正
し
い
生
活

　

②
肉
料
理　

③
純
白

真
貝
　
政
宜
（
国
府
北
）

　

①
午
年
は
強
運
、
健
康
は
宝

　

②
和
菓
子　

③
ブ
ル
ー

岡
田
　
秀
則
（
川
内
応
神
）

　

①
健
康
に
留
意
し
楽
し
く
仕
事

　

②
何
で
も
Ｏ
Ｋ

　

③
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
グ
リ
ー
ン

橋
本
　
幾
夫
（
八
万
北
）

　

①
老
人
の
介
護

　

②
唐
揚
げ
、
ハ
ン
バ
ー
グ　

③
緑

吉
岡
　
文
子
（
八
万
北
）

　

①
３
月
に
ビ
ル
マ
へ
行
く

　

②
果
物　

③
紫
色

滝
川
恵
美
子
（
加
茂
名
不
動
）

　

①
読
書

　

②
ミ
カ
ン　

③
オ
レ
ン
ジ
色

山
下
　
節
子
（
佐
古
）

　

①
足
腰
を
鍛
え
る

　

②
何
で
も
好
き　

③
ロ
ー
ズ
色

大
道
　
洪
武
（
渭
東
）

　

①
中
国
語
、
英
語
で
社
会
貢
献

　

②
う
な
ぎ
、
餃
子
、
お
寿
司

　

③
空
の
青
色

井
本
　
文
子
（
勝
占
多
家
良
）

　

①
健
康
管
理

　

②
果
物
、
根
菜
類
、
米
、
肉

　

③
白
、
黒

田
村
　
圭
造
（
加
茂
）

　

①
健
康
で
元
気
な
年
に
し
た
い

　

②
蟹
、
ウ
ナ
ギ
、
柿　

③
青
色

角
　
　
健
次
（
川
内
応
神
）

　

①
大
過
な
い
残
り
の
人
生

　

②
野
菜
、
め
ざ
し
、
ぶ
ど
う

　

③
紫
、
グ
レ
ー
、
緑

大
嶋
　
正
男
（
沖
洲
）

　

①
山
歩
き
と
飲
み
会
に
参
加
す
る

　

②
刺
身
、
ハ
ン
バ
ー
グ　

③
青
緑

東
山
久
仁
子
（
沖
洲
）

　

①
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す

　

②
肉
、
魚　

③
黒
、
赤
、
紫

小
林
　
智
宏
（
沖
洲
）

　

①
今
を
続
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

　

②
す
し
、
刺
身　

③
黄
色

丸
山
　
美
子
（
渭
北
）

　

①
健
康
で
仕
事
で
き
る
よ
う
に

　

②
す
き
や
き　

③
紺
色

鎌
田
　
敏
行
（
八
万
南
）

　

①
国
内
旅
行

　

②
果
物　

③
癒
や
し
に
な
る
色

宮
本
　
国
彦
（
八
万
南
）

　

①
元
気
で
暮
ら
す
こ
と

　

②
肉　

③
み
ど
り

上
村
　
美
学
（
八
万
南
）

　

①
太
極
拳
、
テ
ニ
ス
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

を
続
け
る
こ
と

　

②
麺
類　

③
ス
カ
イ
ブ
ル
ー

亀
山
　
隆
雄
（
加
茂
）

　

①
自
分
を
大
切
に

　

②
麺
類
、
根
菜
類　

③
橙
色
、
赤
色

植
林
　
一
重
（
名
東
）

　

①
標
準
体
重　

②
唐
揚
げ　

③
黄
色

福
元
　
博
三
（
勝
占
多
家
良
）

　

①
体
調
管
理　

②
餃
子　

③
グ
レ
イ

西
　
　
京
子
（
八
万
南
）

　

①
元
気
で
働
き
た
い

　

②
回
転
ず
し　

③
緑
色
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セ
ン
タ
ー
事
業
の
ご
報
告

「
ふ
れ
あ
い
工
房

 

問
屋
町
」

　
名
称
募
集
に
約
20
人
の
方
か
ら
ご

応
募
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
３
人
の

方
に
粗
品
を
贈
り

ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
地
区
長
不
在
等
で
地
域
班
総
会
を

開
け
な
い
地
域
を
対
象
に
、
初
の
試

み
と
し
て
、
11
月
20
日
国
府
南
、
入

田
・
上
八
万
地
区
合
同
、
12
月
１
日

渭
北
地
区
、
２
日
加
茂
名
・
不
動
地

区
で
地
域
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
事
業
報
告
、
新
し
い

契
約
方
式
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
ス

マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
の
登
録
や
ス

マ
ホ
な
ん
で
も
相
談
、
就
業
相
談
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
合
計
41
人
の
会

員
が
積
極
的
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

「
ス
マ
ホ
を
も
っ
と
身
近

に
、
も
っ
と
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
デ
ジ
タ
ル
班
が
会
員

12
人
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

研
修
を
経
て
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ
イ

ル
の
登
録
補
助
を
地
域
集
会
や
新

人
研
修
会
で
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
８
年
度
に
は
、
自
前
で
優
し
い

初
心
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
を
開
く
こ

と
を
目
標
に
、
勉
強
会
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
ま
だ
一
度
も
就
業
し
て
い

な
い
会
員
を
対
象
に
、10
月
31
日
「
合

同
就
業
相
談
会
」
を
実
施
し
、
19
人

が
参
加
、
そ
の
内
３
人
の
方
に
児
童

施
設
や
ホ
テ
ル
等
の
継
続
の
派
遣
仕

事
を
紹
介
。
11
月
28
日
に
は
、
考
古

資
料
館
や
沖
洲
公
園
で
の
除
草
清
掃

の
就
業
を
８
人
の
方
に
提
供
し
ま
し

た
。

　
10
月
29
日
渡
辺
理
事
長
、
上
野
副

理
事
長
、
西
山
常
務
、
河
野
事
務
局

長
は
、
徳
島
市
へ
セ
ン
タ
ー
支
援

の
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
事
業
の
安
定
的
な
運
営
が
で
き

る
よ
う
、
事
業
推
進
の
た
め
に
必
要

な
補
助
金
や
公
共
か
ら
の
事
業
発
注

の
確
保
等
、
更
な
る
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
10
月
20
日
問
屋
町
び
っ

く
り
日
曜
市
に
て
セ
ン
タ
ー
事
業
の

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
と
一
緒
に
配
布
す
る

花
の
土
は
い
つ
も
大
人
気
で
す
。
毎

月
１
日
と
15
日
（
土
日
祝
の
場
合
は

翌
営
業
日
※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

や
お
盆
、
年
末
年
始
な
ど
は
事
前
確

認
が
良
い
で
す
）
は
セ
ン
タ
ー
事
務

所
内
駐
車
場
で
各
30
袋
朝
９
時
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

未
就
業
者
へ
相
談
会
や
就
業
提
供

地
域
集
会
を
開
催
し
ま
し
た

デ
ジ
タ
ル
班
結
成
と
勉
強
会

要
望
書
提
出

普
及
啓
発
と
花
の
土
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
屋
町
作
業
所
名
称
決
定

会員以
外ＯＫ

1・15日
９時



シルバー   とくしま（5） 令和８年１月１日

女
性
活
動
推
進
委
員
会
だ
よ
り

シ
ル
ボ
ン
ヌ
in
香
川
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
理
事
　
藤
本
光
子

　
皆
さ
ん
は
、「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
シ
ル
バ
ー
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

女
性
の
親
切
や
優
れ
た
能
力
を
意

味
す
る
ボ
ン
ヌ
を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
で
す
。
つ
ま
り
、
シ
ル
バ
ー

で
活
躍
す
る
輝
き
の
あ
る
女
性
会

員
を
指
し
て
い
ま
す
。
香
川
大
会

で
は
、
安
藤
和
津
さ
ん
に
よ
る
基

調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
夫
で
あ

る
奥
田
瑛
二
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
、
男
性
た
ち
に

も
家
事
分
担
を
し
て
も
ら
い
、
自

立
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い

こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

女
性
た
ち
は
感
謝
の
心
を
忘
れ

ず
、
生
き
生
き
と
し
た
前
向
き
な

生
活
を
し
て
い
こ
う
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
内
に
は
、
香
川
県
内

の
各
シ
ル
バ
ー
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、

手
工
芸
作
品
や
農
産
物
を
展
示
販

売
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
作
品
の

技
術
力
の
高
さ
に
驚
く
と
と
も
に

当
セ
ン
タ
ー
で
も
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
意
欲
も
芽
生
え
て
き
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
や
音
楽
隊
の
演
奏
、
よ

女
性
活
動
推
進
委
員
会
か
ら

健
康
講
座
「
社
交
ダ
ン
ス
」
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
者
募
集
！

　
社
交
ダ
ン
ス
は
筋
力
維
持
や
、

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体
を
動
か
す
こ

と
で
認
知
機
能
の
活
性
化
か
ら
認

知
症
予
防
に
も
繋
が
り
ま
す
。
健

康
維
持
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
令
和
８
年
１
月
27
日
（
火
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

〇
場
所
　
シ
ル
バ
ー
２
階
会
議
室

〇
受
講
料
無
料

〇
持
参
物
等

　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

水
分
。

〇
１
月
19
日
（
月
）
迄
に
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
男
性
可
）（
先
着
20
人
）

☎
０
８
８-

６
５
３-

６
２
６
２

さ
こ
い
演
舞
な
ど
が
あ
り
、
会
場

内
が
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
徳
島
シ
ル

ボ
ン
ヌ
も
、
み
ん
な
で
意
見
を
出

し
合
い
協
力
し
て
、
輝
き
続
け
る

人
生
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
同
封
し
て
お
り
ま
す
就
業
情

報
か
ら
、
希
望
さ
れ
る
お
仕
事

を
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、

郵
送
も
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務

局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は
令
和

８
年
１
月
30
日
（
金
）
で
す
。

分
か
ち
合
い
就
業
に
お
け
る

「
就
業
情
報
」
に
つ
い
て

草
刈
機
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

草
刈
機
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
草
刈
り
機
の
基
本
的
な
操
作
や
点

検
、
整
備
方
法
な
ど
の
習
得
を
目
的

と
し
て
草
刈
機
安
全
講
習
会
を
令
和

８
年
２
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
就
業
時
や
ご
家
庭
で
草
刈
り
機
を

使
用
さ
れ
る
方
、
こ
れ
か
ら
草
刈
機

を
使
っ
て
就
業
さ
れ
た
い
方
、
こ
の

機
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
参
加
日
時
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
同
封
し
て
お
り
ま
す
用
紙

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
か
ら

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
か
ら

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
か
ら



シルバー   とくしま （6）令和８年１月１日

俳
句
・
川
柳

○

九
重
の
　
風
は
銀
色
　
芒
原

　○

祖
谷
縁べ

り

は
　
車
飲
み
込
む

　
　
　
　
　
　
　
紅
葉
渓

　○

人
肌
の
　
温
も
り
想
ふ

　
　
　
　
　
　
　
火
間
の
酒

大
山
　
貞
夫

　○

神
木
の
　
新
芽
に
願
う
　
孫
の
末

　○

亡
き
父
母
の
　
供
え
し
一
輪

　
　
　
　
　
　
　
杜

か
き
つ
ば
た若

田
中
　
章
夫

　○

石
清
水
　
七
五
三
か
な

　
　
　
　
　
　
　
稚
児
衣
裳

　○

年
疾
し
　
餅
の
並
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
時
と
な
り

橋
本
　
守
正

　○

気
温
差
で
　
上
着
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
重
ね
着
す

　○

カ
サ
コ
ソ
と
　
落
ち
葉
踏
み
し
め

　
　
　
　
　
　
　
音
た
の
し

　○

出
没
す
　
熊
の
被
害
の

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ス
あ
り

び
ざ
ん

　○

生
き
て
ま
す
　
そ
の
為
に
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
出
す
賀
状

　○

目
指
せ
米
寿

　
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
道
連
れ
に

む
か
し
小
町

　
親
睦
旅
行
に
参
加
し
て

渭
東
地
区
　
福
本
紀
美
子

　「
シ
ル
バ
ー
の
旅
行
を
日
曜
日
に

実
施
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
あ

り
、
令
和
７
年
11
月
16
日
（
日
）
に

会
員
63
名
が
参
加
し
て
、
親
睦
旅
行

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
て
、
朝

７
時
す
ぎ
、
２
台
の
バ
ス
に
乗
り
、

徳
島
駅
前
を
出
発
し
、
予
定
通
り
、

夕
方
18
時
30
分
頃
、
出
発
地
に
無
事

帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
京
都
旅
行
で
、
国
宝

で
あ
る
石
清
水
八
幡
宮
や
伏
見
稲
荷

大
社
は
、
さ
ぞ
か
し
古
び
た
風
情
の

建
物
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
両
社
と

も
朱
塗
り
の
豪
壮
な
社
で
し
た
。

　
八
幡
宮
の
あ
る
男
山
や
伏
見
稲
荷

の
千
本
鳥
居
く
ぐ
り
等
が
、
バ
ス
ツ

ア
ー
の
お
陰
で
簡
単
に
で
き
ま
し
た
。

　
京
都
の
町
が
外
国
人
で
あ
ふ
れ
て

お
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
ホ
テ
ル
で
の
豪
華
バ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
、
会
員
と
の
交
流

も
あ
っ
て
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

会

員

投

稿

伏見稲荷神社 国宝・石清水八幡宮

計 算 式 ク イ ズ

応募者（シルバー人材センター会員）の
うち正解者15名の方に抽選で図書券を
差しあげます。（応募締切１月31日）

正解者41名のうち、厳正な抽選の結果15
名の方に図書券をお送りしました。

路整然理

前回の漢字クイズの解答

解答欄

❶❻
❷❼
❸❽
❹❾
❺10

こたえ ●～●の式がすべて成立するよう

に、Ａ～Ｊに１～10の数字を書き込

んで、Ｊに入る数字を答えてくださ

い。●の式のＡとＢ、ＣとＤに入る

数字の左右は、どちらでもかまい

ません。●の式は答えが「偶数」と

しか示されていないので、そこか

ら入る数字を推理してくださいね。

Ｊに入る数字以外、１～10の数字

は一度ずつしか使えません。

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

●□+□＝□×□＝18
●□÷□＝偶数
●□‒□＝3
●□×□＝

Ａ Ｂ

Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ

Ｉ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｃ Ｄ

Ｊ ＪＪ Ｊ



シルバー   とくしま（7） 令和８年１月１日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

墨
彩
画
　
藤
原
恵
美
子写真　平尾　京子

水
墨
画
　
村
上
乃
婦
子

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
セ
ン
タ
ー
会
費
２
千
円

　
会
員
互
助
会
費
１
千
円

　
の
合
計
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
請
負
・
委
任
就
業
者
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
会
費
を
配
分
金

か
ら
控
除
致
し
ま
す
。

　
年
会
費
は
毎
年
４
月
末
迄
の
納

付
期
限
の
為
、３
月
分
配
分
金
（
４

月
口
座
振
込
）
分
か
ら
控
除
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
配
分
金

明
細
書
で
ご
確
認
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
退
会
予
定
の
か
た
は
、
必

ず
３
月
末
ま
で
に
退
会
届
を
提
出

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
３
月
分
配
分
金
が
３
千

円
未
満
の
方
や
派
遣
事
業
就
業
者

に
つ
い
て
は
、
納
付
書
を
送
付
致

し
ま
す
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
請
負
・
委
任
就
業
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
年
分
の
配
分
金
総
額
を

記
載
し
た
「
配
分
金
支
払
証
明
書
」

を
１
月
末
ま
で
に
郵
送
で
お
届
け

し
ま
す
。
派
遣
就
業
者
は
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら

源
泉
徴
収
票
が
届
き
ま
す
。

　「
配
分
金
」
※
は
、「
雑
所
得
」、

派
遣
は
給
与
所
得
と
し
て
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
必
要
経
費

等
の
控
除
後
の
金
額
や
公
的
年

金
・
給
与
・
譲
渡
所
得
等
の
所
得

金
額
に
よ
り
申
告
の
要
不
要
が
異

な
り
ま
す
。
詳
細
は
直
接
徳
島
税

務
署
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
ー
６
２
２
ー

４
１
３
１
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
包
括
的
契
約
に
よ
る
仕
事
の

「
会
員
業
務
委
託
料
」
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
法
上
、
原
則
と
し
て
、

「
配
分
金
」
と
同
じ
扱
い
と
さ
れ

ま
す
。

●
12
月
就
業
分

　
１
月
20
日（
派
遣
）
23
日（
受
託
）

●
１
月
分

　
２
月
20
日（
派
遣
）
25
日（
受
託
）

●
２
月
分

　
３
月
19
日（
派
遣
）
25
日（
受
託
）

配
分
金
か
ら
の
会
費
控
除

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
便
利

配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

配
分
金
等
支
払
日
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
会
費
納
入
に
つ
い
て

　S
m

ile to
 S

m
ile

の
ポ
イ
ン

ト
は
、
１
ポ
イ
ン
ト
１
円
で
計
算

し
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
単
位
で
翌
年

度
年
会
費
の
割
引
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
自
動
で
は
割
引
に
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
同
封
の
「
ポ
イ

ン
ト
交
換
申
請
書
」
で
の
申
請
が

必
要
で
提
出
期
限
は
２
月
末
ま
で

で
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
申
請

　
ベ
ル
・
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
老
健
施
設
か
ら
毎
年
演
奏
を
と
声

が
か
か
り
、
お
年
寄
り
の
方
々
が
楽

し
そ
う
に
喜
ん
で

く
だ
さ
る
姿
を
見

る
た
び
に
、
ま
た

一
曲
で
も
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
増
や
そ

う
と
力
が
入
り
ま

す
。

　
ベ
ル
・
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム
を
購
入

し
て
く
だ
さ
っ
た

元
局
長
に
感
謝
し

つ
つ
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
な
が
ら
練

習
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
西
川
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
筋
肉
が
大
切
！

　
一
日
10
回
、
３
秒
か
け
て
、
ス
ク

ワ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
金
婚
式
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の

慶
弔
金
は
事
由
発
生
後
６
ヵ
月
以
内

に
申
請
が
必
要
で
す
。

耳
よ
り
健
康
情
報

耳
よ
り
健
康
情
報

会
員
互
助
会
か
ら
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●
編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

午う
ま

年
は
、
勢
い
・
情
熱
・
前
進

が
テ
ー
マ
の
年
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
た
年
だ
そ
う
で
す
。

　

新
年
号
は
、
年
男
年
女
の
方
々

に
抱
負
な
ど
を
お
聞
か
せ
頂
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
も

参
考
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
年
も
、『
シ
ル
バ
ー
と
く
し

ま
』
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
内
容
で
お
届
け
で
き
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
投
稿
ご
意
見
な
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

良
き
一年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

平
尾　

京
子

　
　
　
　
　
　

藤
原
恵
美
子

　
　
　
　
　
　

橋
本　

京
子

　
　
　
　
　
　

安
東
マ
リ
子

　
　
　
　
　
　

松
本　

啓
子

　
阿
波
踊
り
の
『
ぞ
め
き
』
を
練
習

し
ま
せ
ん
か
、
10
名
以
上
集
ま
れ
ば

同
好
会
と
し
て
『
ふ
れ
あ
い
工
房
問

屋
町
』
２
階
で
出
来
ま
す
。
ご
連
絡

お
待
ち
し
て
ま
す
。

　
練
習
日
　
第
２
、
第
４
　
火
曜
日

　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　（
曜
日
、
変
更
有
り
）

　
三
味
線
一
式
は
ご
持
参
下
さ
い
。

　
連
絡
係
　
平
尾
　
京
子

　
０
９
０
・
９
５
５
８
・
０
６
０
１

『
ぞ
め
き
』

鎌
田
　
　
昇

　
10
月
13
日
（
月
）
四
国
八
十
八
ヶ

所
第
十
六
番
観
音
寺
に
て
、
ふ
か
し

芋
と
お
茶
の
お
接
待
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
影
響
で
心
配
さ
れ
た

雨
も
、
降
る
こ
と
な
く
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
巡
礼
者
に
鳴
門
金
時
、
お
茶
を
そ

れ
ぞ
れ
紙
コ
ッ
プ
に
入
れ
て
お
渡
し

し
ま
し
た
。
準
備
し
て
い
ま
し
た
鳴

門
金
時
約
10
㎏
と
お
茶
が
お
昼
過
ぎ

に
無
く
な
り
ま
し
た
。
昼
過
ぎ
迄

に
１
７
０
名
の
参
拝
者
で
、
外
国
の

方
も
沢
山
巡
礼
に
み
え
て
い
ま
し

た
。
お
持
ち
帰
り
の
方
も
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
食
べ
な
が
ら
シ
ル
バ
ー

の
方
と
話
が
良
く
弾
ん
で
、
鳴
門
金

時
が
と
て
も
美
味
し
い
と
ほ
め
て
下

さ
り
、
外
国
の
方
は
特
に
、「
お
接

待
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」
と

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
観
音
寺
様
か
ら
、「
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、

お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
回
も
お
接
待
の
計
画
を

立
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当

日
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
部
　
橋
本
　
敬
子

　
12
月
７
日
（
日
）
文
化
部
に
よ
る
バ

ザ
ー
を
当
セ
ン
タ
ー
に
て
、
午
前
９
時

よ
り
12
時
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
晴
天

に
恵
ま
れ
、
ご
近
所
の
方
々
を
は
じ
め

会
員
の
皆
さ
ん
が
ご
来
場
さ
れ
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
品
物
を
ご
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
近
所
の
方
々
、
シ
ル
バ
ー

会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
前
日
と
当
日
販

売
や
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

文
化
部
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

会
員
に
よ
る
お
接
待

第
６
回　

バ
ザ
ー
開
催


